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本資料に記載されている将来の売上高および利益などの予想数値は、業
界の動向を含む経済情勢、お客様の動向など、現時点で入手可能な情報を
もとにした見通しを前提としておりますが、これらは、種々の不確実な要因の
影響を受けます。したがって、実際の売上高および利益などは、本資料に記
載されている予想数値とは異なる場合がありますことをご承知おきください。

本資料についてのご注意



１．平成２３年３月期 上期実績



業績実績（単体）
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H22.3上

H23.3上（当期）

売上高・品目別（単体）

（100.0%）

５

システムの大幅増加が売上増を牽引

オペレーション
28%

プロダクト他
1%

システム
71%

システム （前年同期比 119.3％）
・金融大型案件の受注に加え、
新規顧客の掘り起こしなどにより
好調に推移

オペレーション（前年同期比 93.6％）
・顧客内製化など、保守運用コス
トの削減の影響により軟調に推移

百万円
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売上高・エンドユーザ業種別（ 単体：システム＋オペレーション）

金融業が大幅に増加、公共も好調
運輸通信およびサービスは微減

６

金融業 （前年同期比 130.7％）

・金融大型案件が大きく伸張
・電子手形案件も順調に拡大

運輸通信業 （前年同期比 97.2％）

・営業フロント系案件は堅調
・一部キャリア向け案件が減少

サービス業 （前年同期比 96.5％）

・需要回復にはいたらず微減

その他 （前年同期比 110.5％）

・公共（年金、介護）向け好調
・製造向け横ばい

百万円
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売上総利益（単体）

７

売上総利益 2,301百万円（前年同期比143.2%、売上比13.1%（前年同期比＋3.1pt））

①不採算案件の削減、②稼働率の向上、③費用節減など
により、売上総利益率改善



販管費 1,551百万円（前年同期比102.8%、当初計画比96.9%

売上比8.8%（前年同期比-0.6pt））

営業利益、経常利益（単体）

８

営業利益 750百万円（前年同期比768.7%、売上比4.3%（前年同期比＋3.7pt））

経常利益 887百万円（前年同期比339.5%、売上比5.0% （前年同期比＋3.4pt））

戦略的費用の増加（営業および新規事業強化等） ＋137百万円
経費削減の取組み等による減少 － 95百万円

中期計画に基づく戦略的費用の活用は計画どおり実施
経費削減の取組みは継続的に実施し、販管費は計画比減



業績実績（連結）
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販管費 2,954百万円（前年同期比107.5%、売上比10.1%（前年同期比-0.7%））
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業績実績（グループ各社）
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各社単体の数値であり、すべてを合計しても連結の数値とは一致しません。
[ ]は、当期金額－前期金額
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１１

業績・四半期推移（連結）



施策の状況（１） －営業力強化－－営業力強化－

製販一体組織 ・営業部門、企画部門、開発部門の一体化に
より、戦力を集中

・顧客の悩みを共有、改善提案に向けた
顧客別中長期営業プランを策定

アカウントプラン
策定

・受注額（単）は前年同期比９．２％増

・既存顧客の深耕が牽引、新規顧客の開拓
も進む

受注状況

１２

事業環境に即した
営業活動をスタート

顧客のニーズに即した提案
⇒サービス品質、顧客満足
度の向上目指す



施策の状況（２） －ＳＩ力強化－－ＳＩ力強化－

１３

不採算撲滅

標準化

・不採算案件は大幅に減少（５．２億⇒１．０億）

・昨年の不採算案件は、今期に追加開発受注
⇒不採算解消

・国際基準に準拠した標準化の推進
（開発：ＣＭＭＩ、運用：ＩＴＳＭＳ）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ

・プロジェクトの“見える化”を推進

不採算撲滅に向け、生産性向上
や標準化、プロジェクトガバナン
ス強化などを推進

生産性向上
ｺｽﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ

・稼働率の向上および作業効率の向上は継続的
に実施

不採算案件が
大幅に減少

１３



施策の状況（３） －－新規事業創出新規事業創出－－

新規事業
の育成

新たな
事業企画提案

・【ＤａＴａＳｔｕｄｉｏ】（ＢＩツール）

・【ＥＡＧＩＳＣＯＲＰ】（ＳａａＳ型ＰＣセキュリティ）

・【ＷＩＨ】（トータルハウジングソリューション）

【住宅履歴管理】

【ＷＩＨ ＰＬＡＺＡ】

グリーンＩＴアワード２０１０審査員特別賞

クラウド化、アライアンスを推進

・Ａｎｄｒｏｉｄ技術者の育成

・コアビジネスにおけるソリューション企画を推進

クラウド化、アライ
アンス推進により
新規事業を展開

さらなる新規事業の
企画・創出を推進

１４



施策の状況（４） －グローバル展開－－グローバル展開－

日本企業の
グローバル展開

支援

オフショア
開発

現地企業からの
受注拡大

・中国では顧客企業の海外進出をサポート

・日系現地法人のＩＴアウトソーシング

・コスト競争力強化に向け本格化（中国、ベトナム）

・各種商品、ソリューションのローカライズを推進

オフショア体制
は確保

積極的な
グローバル展開を図る

１５



施策の状況（５） －グループ総合力－－グループ総合力－

・内部取引が前年同期比で大幅に増加
（13.0億⇒16.8億）

・厳しい受注環境下において、利益確保
およびノウハウ蓄積のため、グループ
内製化を推進

・共同受注
-共済案件 (産業公共本部,ＤＬ,ＦＡＩＴＥＣ) 
-統合案件 (金融本部,ＦＡＩＴＥＣ)

・クロスセリング
-物販とＩＴ基盤構築(ＩＴＩ本部,ＤＴＣ)

内部取引
増加

シナジー
発現

さらなるシナジー
発現を推進

内製化推進により、
利益確保・ノウハウを蓄積

１６



２．平成２３年３月期 通期見通し



下期の事業環境見通し（当初計画比）

１８

当初計画
からの変化トピックス

・公共系好調（医療、介護医療、介護）

・共済系共済系案件、ＥＲＰ回復

サービスサービス

その他その他

・営業フロント系フロント系は堅調

・一部キャリア一部キャリアは投資抑制傾向

・仮想化需要仮想化需要は増加（ＩＤＣ事業者）

運輸通信運輸通信

・金融大型案件金融大型案件は順調に工程消化

・統合案件統合案件の本格着手

・海外系、決済系海外系、決済系など引合い増

金融金融



通期計画（単体・連結） （単位 ： 百万円、％）
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１９

販管費（連） 6,200百万円（前年同期比111.4%、売上比10.2%（前年同期比-0.4%））



通期計画（グループ各社）

各社単体の数値であり、すべてを合計しても連結の数値とは一致しません。
[ ]は、当期金額－前期金額 ２０

[+566]7.0%32291.3%4,624日本ＳＥ

-2.0%133-6,809
デジタルテクノロジー

※前期は１ヶ月のみ連結

32.0%2.4%9104.1%415ＭＩＲＵＣＡ

[+13]0.4%5116.1%1,200総合システムサービス

121.9%9.7%476105.7%4,900ＦＡＩＴＥＣ

62.4%2.5%20191.4%8,000データリンクス

117.4%3.9%42107.2%1,100九州ＤＴＳ
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社名 売上比
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H19.3 H20.3 H21.3 H22.3 H23.3（予）

配当計画

配当額は、前期同額の年間３５円を計画

* H19.10に株式分割(1:2)実施、過去分は分割遡及後の配当額。
２１

中間
15円

期末
20円
（予）

年間年間3535円（予）円（予）


